
－１－ 

              紀美野町第２回定例会会議録 

              平成２４年６月５日（火曜日） 

――――――――――――――――――― 

○議事日程（第１号） 

 平成２４年６月５日（火）午前９時００分開議 

 第 １        会議録署名議員の指名について 

 第 ２        会期の決定について 

 第 ３        諸般の報告について 

 第 ４ 議案第４７号 専決処分の承認を求めることについて 

            （紀美野町税条例の一部を改正する条例について） 

 第 ５ 議案第４８号 紀美野町議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する 

            条例について 

 第 ６ 議案第４９号 紀美野町火災予防条例の一部を改正する条例について 

 第 ７ 議案第５０号 和歌山県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 

 第 ８ 議案第５１号 教育委員会委員の任命の同意について 

 第 ９ 議案第５２号 平成２４年度紀美野町一般会計補正予算（第１号）について 

 第１０ 議案第５３号 平成２４年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

            １号）について 

――――――――――――――――――― 

○会議に付した事件 

 日程第１から日程第１０まで 

――――――――――――――――――― 

○議員定数 １４名 

――――――――――――――――――― 

○出席議員        議席番号   氏   名 

               １番 七良浴   光 君 

               ２番 町 田 富枝子 君 

               ３番 田 代 哲 郎 君 

               ４番 小 椋 孝 一 君 

               ５番 北 道 勝 彦 君 
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               ６番 向井中 洋 二 君 

               ７番 上 北 よしえ 君 

               ８番 伊 都 堅 仁 君 

               ９番 仲 尾 元 雄 君 

              １０番 松 尾 紘 紀 君 

              １１番 杉 野 米 三 君 

              １２番 美 野 勝 男 君 

              １３番 美 濃 良 和 君 

              １４番 加 納 国 孝 君 

――――――――――――――――――― 

○欠席議員 

             な し 

――――――――――――――――――― 

○説明のため出席したもの 

             職   名    氏   名 

            町 長 寺 本 光 嘉 君 

            副 町 長 小 川 裕 康 君 

            教 育 長 橋 戸 常 年 君 

            消 防 長 家 本   宏 君 

            総 務 課 長 井 上   章 君 

            企画管財課長 増 谷 守 哉 君 

            住 民 課 長 牛 居 秀 行 君 

            税 務 課 長 中 谷 嘉 夫 君 

            保健福祉課長 山 本 倉 造 君 

            産 業 課 長 岩 田 貞 二 君 

            建 設 課 長 山 本 広 幸 君 

            総務学事課長 

            教 育 次 長 
中 尾 隆 司 君 

            生涯学習課長 尾 花 延 弥 君 

            会 計 管 理 者 西 切 博 充 君 
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            水 道 課 長 南   秀 秋 君 

            地籍調査課長 温 井 秀 行 君 

            美 里 支 所 長 西   敏 明 君 

            代表監査委員 向 江 信 夫 君 

――――――――――――――――――― 

○欠席したもの 

             な  し 

――――――――――――――――――― 

○出席事務局職員 

            事 務 局 長 大 東 淳 悟 君 

            書 記 中 谷 典 代 君 
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 開 会 

○議長（加納国孝君）    ただいまから平成２４年度第２回紀美野町議会定例会を開

会します。 

（午後 ９時００分） 

――――――――――――――――――― 

○議長（加納国孝君）    これから本日の会議を開きます。 

  本日の日程は、お手元に配付のとおりです。 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（加納国孝君）    日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定によって、１２番、美野勝

男君、１３番、美濃良和君を指名します。 

◎日程第２ 会期の決定について 

○議長（加納国孝君）    日程第２、会期の決定の件を議題とします。 

  議会運営委員長から審査結果の報告を願います。 

  議会運営委員長、仲尾元雄君。 

（議会運営委員長 仲尾元雄君 登壇） 

○議会運営委員長（仲尾元雄君）    去る６月１日、議会運営委員会を開催いたしま

したので、その結果について御報告いたします。 

  会期は、本日から１９日までの１５日間とし、再開日は１２日、１５日及び１９日と

決定しました。 

  議事日程につきましては、配付しております議事予定日程表のとおりであります。 

  次に、一般質問の通告は６月６日、午後３時までといたします。 

  次に、総務文教常任委員会を６月８日、午前９時３０分から、産業建設常任委員会は

６月７日、午前９時３０分から開催したいと思います。 

  次に、全員協議会を本日、土地開発公社及びふるさと公社の報告後の休憩中に開催し

ます。また、６月１２日にも本会議終了後、開催したいと思います。 

  次に、広報編集委員会を６月１５日、本会議終了後、開催したいと思います。 

  なお、議事の進行上、日程を順次繰り延べる場合もありますので、よろしくお願いい

たします。 

  以上で報告を終わります。 



－５－ 

（議会運営委員長 仲尾元雄君 降壇） 

○議長（加納国孝君）    お諮りします。 

  本定例会の会期は、ただいま報告のとおり、本日から６月１９日までの１５日間にし

たいと思います。 

  これに異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（加納国孝君）    異議なしと認めます。 

  したがって、本定例会の会期は、本日から６月１９日までの１５日間に決定しました。 

◎日程第３ 諸般の報告について 

○議長（加納国孝君）    日程第３、諸般の報告を行います。 

  監査委員から、例月出納検査結果に関する報告について提出されております。 

  お手元に配付のとおりでありますので、御了承願います。 

  本定例会に提出された案件は、お手元に配付のとおりです。 

  この際、町長から行政報告の申し出がありましたので、これを許します。 

  町長、寺本君。 

（町長 寺本光嘉君 登壇） 

○町長（寺本光嘉君）    開会に当たりまして、一言ごあいさつ並びにその後の行政

報告を申し上げます。 

  本日、紀美野町議会第２回定例会を招集いたしましたところ、議員各位を初め関係者

の皆様方には何かと御多忙中、御出席を賜りまして、まことにありがとうございます。 

  さて、国では社会保障と税の一体改革関連法案が審議され、消費税率引き上げの是非

をめぐって議論されているところでございます。県内景気の状況は横ばいであり、見通

しは回復傾向との調査もありますが、約４０％の企業が売り上げ不振となっております。

消費税率の引き上げにより、景気の悪化がさらに懸念されるところでございます。 

  また、心配される夏場の電力不足は、大変厳しい状況があり、一昨年の夏と比較いた

しまして、１５％の節電の協力依頼があり、しっかりと節電に取り組まなけらばなりま

せん。 

  さて、平成２１年１０月から続いていました損害賠償請求義務づけ住民訴訟請求事件

の判決の申し渡しが、去る５月２９日にあり、「原告の請求をいずれも棄却する。」

「訴訟費用は原告の負担とする。」との判決でありました。 
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  さて、今議会の補正予算に、下神野小学校の備品購入及び給食室の改修工事予算並び

に美里中学校の給食室の改修工事予算を計上しておりますが、これは中学校給食の開始

のための予算であります。 

  また、従来実施いたしておりました小規模土地改良事業は、今後、国庫補助金の農業

体質強化基盤整備促進事業として実施してまいります。 

  介護基盤緊急整備事業の小規模多機能型居宅介護施設の施設整備と運営については、

公募により決定した事業者に助成を行うものであります。 

  また、体育施設の整備では、スポーツ公園体育館の耐震補強工事を実施いたします。 

  さて、今期定例議会に上程している案件は、議案第４７号から議案第５３号までの７

件であります。 

  専決処分の承認を求めることの案件が１件、町条例の一部改正に係る案件が２件、和

歌山県後期高齢者医療広域連合規約の変更についての案件が１件、教育委員会委員の任

命の同意についての案件が１件、そして平成２４年度紀美野町一般会計及び特別会計の

補正予算に係る案件が２件であります。 

  この後、担当課長より詳しく御説明を申し上げますので、十分御審議の上、原案どお

り可決くださいますようお願い申し上げまして、ごあいさつ並びに行政報告とさせてい

ただきます。 

（町長 寺本光嘉君 降壇） 

○議長（加納国孝君）    次に、紀美野町土地開発公社の経営状況について及び財団

法人紀美野町ふるさと公社経営状況について、一括報告を願います。 

  企画管財課長、増谷君。 

（企画管財課長 増谷守哉君 登壇） 

○企画管財課長（増谷守哉君）    それでは、企画管財課のほうから紀美野町土地開

発公社の経営状況を説明する書類について、そしてまた、財団法人紀美野町ふるさと公

社の経営状況を説明する書類について、御報告をさせていただきます。 

  それでは、紀美野町土地開発公社の経営状況から報告をさせていただきたいと思いま

す。 

  説明資料を机の上にお配りしていますので、その資料をごらんいただきたいと思いま

す。 

  紀美野町土地開発公社の経営状況を説明する書類について 
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  地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、紀美野町土地開発公社の経営状況を

説明する書類を次のとおり提出する。 

                  平成２４年６月５日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  表紙より２枚めくっていただきまして、１ページをごらんいただきたいと思います。 

  平成２３年度紀美野町土地開発公社事業報告書でございます。 

  まず、一般事項の（１）理事会議決事項についての実績報告でございます。 

  平成２３年５月２７日に開催された第１回理事会におきまして、議案第１号、平成２

２年度の決算についての議決をいただいております。 

  また、平成２４年３月２６日に開催された第２回理事会において、議案第１号、平成

２３年度補正予算について及び議案第２号、平成２４年度予算についての議決をいただ

いております。 

  次に、（２）役員に関する事項についてでございます。 

  まず、ア、役員の異動に関する事項についてでは、平成２３年３月３１日に４名の理

事が辞任されました。そして、新たに４月１日に３名の理事、５月１日に１名の理事、

計４名の理事に御就任をいただいております。 

  また、平成２３年４月３０日に１名の幹事が辞任され、翌５月１日に新たに１名の方

に幹事に就任をいただいてございます。 

  次のイ、役員名簿でございます。 

  平成２４年３月３１日時点の役員名簿を掲載させていただいております。理事長と筆

頭理事を含む理事１４名、監事２名、計１７名の名簿となってございます。 

  次、（３）行政官庁認可等に関する事項について、平成２３年４月１４日及び５月１

１日に理事の変更に伴う変更登記を和歌山地方法務局に申請し、同日に認可を受けてご

ざいます。 

  また、平成２３年６月７日の紀美野町議会第２回定例会において、平成２２年度紀美

野町土地開発公社の経営状況の報告をさせていただきました。 

  次、平成２４年１月６日に、１名の理事の変更に伴う変更登記を、和歌山地方法務局

に申請し、同日、認可を受けてございます。 

  続きまして、２ページをごらんいただきたいと思います。 

  公社の土地の取得、処分、造成事業収益、保有状況についての報告書でございます。 

  ２、業務（１）の土地取得状況及び（２）の土地処分状況につきましては、土地の取
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得及び処分はございませんでしたので、面積、取得価格ともゼロとなってございます。 

  （３）の土地造成事業収益でございますが、昨年度におきましては、福井樫山団地の

販売促進のために、町のホームページへ詳細な分譲情報の掲載、また、和歌山市内の住

宅メーカーへのパンフレットの配布の依頼、また、町内イベント時のパンフレットの配

布を行い、町内外から１０件程度の問い合わせがございましたが、残念ながら販売契約

に至りませんでした。そのため、面積、取得原価ともゼロとなってございます。 

  続きまして、次、（４）の土地保有状況でございます。 

  公有地取得事業用地としては、面積３,２０５平米、取得原価１,０２０万３,０００

円でございます。これにつきましては、国木原のふれあい公園付近の国木原字応神峯３

３６－６番地と、他一筆の用地でございます。特定土地等事業用地１,９６６.５７平米、

５６６万５,８９９円、この用地につきましては、野上中学校南の貴志川周辺の下佐々

字飛ノ瀬９９５－１番地の用地でございます。 

  福井樫山団地宅地造成用地３６９６.８４平米、１億３,０３１万４,４２７円、１７

区画の分譲地の、福井字樫山１１１１－６番地、ほか１６筆の面積と取得価格でござい

ます。 

  以上、土地保有面積合計８,８６８.４１平米、取得価格合計１億４,６１８万３,３２

６円となってございます。 

  次、３ページをごらんいただきたいと思います。 

  損益計算書でございます。 

  １、事業収益及び２、事業原価につきましては、実績がございませんでしたので、事

業総利益につきましては、ゼロ円となってございます。 

  ３、販売費及び一般管理費１万７６４円、この内訳につきましては、福井樫山団地の

防犯灯４基の電気代１万３６４円及び会議のための出張の際の駐車場料金４００円でご

ざいます。 

  次、４、事業外収益（１）受取利息１,８２８円につきましては、普通預金の利息３

２８円と基本財産５００万円の定期預金の利息１,５００円の合計となってございます。 

  （２）の雑収益はゼロ円でございます。 

  次に、５、事業外費用の（１）支払利息６万５,３９１円は借入金８,５００万円に対

する利息です。経常損失、当期純損失とも７万４,３２７円となります。 

  続きまして、４ページをごらんいただきたいと思います。 
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  貸借対照表でございます。 

  資産の部、１、流動資産の（１）現金及び預金６４３万８,７１１円に、（２）公有

用地１,０２０万３,０００円、（３）特定土地５６６万５,８９９円、（４）完成土地

１億３,０３１万４,４２７円、（５）未収金はございません。 

  以上、流動資産合計１億５,２６２万２,０３７円でございます。 

  次に、２、固定資産について該当物件はございません。 

  以上、資産合計１億５,２６２万２,０３７円でございます。 

  次に、負債及び資本の部でございます。 

  １、流動負債の（１）短期借入金８,５００万円でございます。（２）未払い金、

（３）借受金につきましてはございません。流動負債合計８,５００万円となります。 

  ２、固定負債につきましてはございません。負債合計８,５００万円となります。 

  続きまして、５ページをごらんいただきたいと思います。 

  １、資本金（１）資本財産５００万円、定期預金で利息０.０３％で保有をしてござ

います。 

  ２、準備金は、（１）前年度繰入金６,２６９万６,３６４円と、（２）当期純損失７

万４,３２７円、準備金合計６,２６２万２,０３７円となります。 

  資本合計６,７６２万２,０３７円、負債資本合計１億５,２６２万２,０３７円でござ

います。 

  続きまして、６ページをごらんいただきたいと思います。 

  財産目録でございます。 

  資産の部、流動資産１億５,２６２万２,０３７円、この内訳は普通預金１４３万８,

７１１円、定期預金５００万円、公有用地１,０２０万３,０００円、特定土地５６６万

５,８９９円、完成土地１億３,０３１万４,４２７円でございます。固定資産はござい

ません。資産合計１億５,２６２万２,０３７円でございます。 

  次、負債の部では、流動負債の短期借入金８,５００万円、固定負債での長期借入金

はございません。負債合計８,５００万円となります。差し引き純資産６,７６２万２,

０３７円でございます。 

  次の７ページから８ページに附属明細書として、ただいま御説明させていただきまし

た各費用の明細表を掲載させていただいております。 

  また、９ページに決算監査意見書を添付させていただいております。御確認のほう、
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よろしくお願いしたいと思います。 

  以上、簡単でございますが、平成２３年度紀美野町土地開発公社の経営状況の報告と

させていただきます。 

  引き続きまして、ふるさと公社の経営状況を説明する書類の資料をごらんいただきた

いと思います。 

  財団法人紀美野町ふるさと公社の経営状況を説明する書類について 

  地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、財団法人紀美野町ふるさと公社の経

営状況を説明する書類を次のとおり提出する。 

                  平成２４年６月５日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  それでは、２ページをめくっていただきたいと思います。 

  １ページでございます。 

  平成２３年度事業報告書でございます。 

  昨年度は３月に発生した東日本大震災の後の混乱の中、４月からの営業開始となりま

した。災害後の自粛ムードで売り上げが減少する中、来客者数を確保したいということ

で、月に１度のペースで１年間を通じた各種イベントの開催を行ってまいりました。特

に、恒例となった夏のそうめん流しには、回を重ねるたびに来客者数がふえ、売り上げ

の効果も実績としてあらわれるようになってまいりました。また、この対策に加え、イ

ンターネットでの宿泊予約の体制強化や町内ゴルフ場とのタイアップ、また、公社職員

によるこまめな地域営業活動の実施など、新しいお客さんの掘り起こしによる集客力の

アップを図ってまいりました。 

  また、一方、歳出の削減につきましては、職員の変更労働時間制など勤務体制の改革

や、その他、営業経費全般での経費削減に鋭意に取り組んだ結果、総額約５８０万円の

経費の削減を達成することができました。 

  これらの対策の取り組みの結果、平成１７年度から続いていた単年度赤字から単年度

黒字に転換した平成２２年度に引き続き、平成２３年度においても２４６万６,０００

円の純利益を出すことができました。 

  なお、ただいま紹介した取り組み以外に、１ページから３ページの事業報告書に、公

社の寄附行為に明記された目的別に実施した事業内容を詳しく記載しておりますので、

後ほど熟読をしていただきたいと思います。 

  それでは次、４ページをごらんいただきたいと思います。 
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  平成２３年度かじか荘・毛原オートキャンプ場営業実績説明資料でございます。 

  ここでは、各項目別の利用者数と売上額を前年度と比較した形で記載をしてございま

す。この中でかじか荘の売り上げの約７割を占める宿泊と宴会において、前年度比約マ

イナス７８０万円の減収となってございます。そのほかの項目においても、前年度比マ

イナス７％からマイナス１２％の減収となり、この結果、総売り上げでは、前年度比マ

イナス８.４％の１億１,１６０万６,８５３円となりました。 

  この減収の大きな要因といたしましては、昨年３月に発生した東日本大震災により、

自粛ムードが高まり、この結果、観光業界に大きな影響を及ぼしました。 

  かじか荘においても、年度初めの３カ月間は大幅に売り上げがダウンしてしまいまし

た。しかし、７月、８月には自粛ムードも薄れ、前年度月を超える売り上げを達成し、

これからさらに売り上げを伸ばしていこうというやさきの９月に、台風１２号により紀

南を中心として大災害に見舞われました。紀美野町内においても、家屋の流出や国道の

のり面崩壊など、大きな被害が発生いたしました。 

  その後、全国からの和歌山県内への観光客が半減するなど、かじか荘においても、下

半期の売り上げが前年度に比べ大きく減少することとなりました。 

  このような２つの大きな災害が発生したことが、集客、売り上げ減少の大きな原因で

あったものと考えています。 

  次に、５ページをごらんいただきたいと思います。 

  平成２３年度の決算についての御報告でございます。 

  当決算につきましては、かじか荘及び毛原オートキャンプ場の指定管理に伴う運営管

理事業と、県動物愛護センター等の施設整備事業を合算した決算書となってございます。 

  まず、貸借対照表でございます。 

  資産の部、Ⅰの流動資産合計は６,６６４万３,６５１円、Ⅱの固定資産の合計は有形

固定資産、無形固定資産を合わせまして１,２８８万１,９６３円、資産の合計は７,９

５２万５,６１４円となってございます。 

  次に、６ページをお願いしたいと思います。 

  負債の部、Ⅰの流動負債で、流動負債合計３,３８１万６,７９２円、負債合計３,３

８１万６,７９２円と増額となってございます。 

  資産の部でⅠの資本金８,０００万円、Ⅱの利益剰余金の中の当期未処理損失が３,４

２９万１,１７８円となっておりまして、資本の合計といたしましては、Ⅰの資本金か
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ら当期未処理損失を引きました４,５７０万８,８２２円となり、負債資本合計といたし

ましては７,９５２万５,６１４円となります。 

  次に、７ページをごらんいただきたいと思います。 

  損益計算書のⅠの営業損益の部、１、営業収益はかじか荘及び毛原オートキャンプ場

での営業収益と、県動物愛護センター等の公共施設整備収入を合わせた１億２,１６０

万６,８５３円となります。 

  ２の営業費用につきましては、このページの中段に記載しております売上原価合計か

ら期末商品棚卸高を引いた額４,３５４万３,３６４円となり、売上総利益といたしまし

ては、１の営業収益から、この４,３５４万３,３６４円を引いた７,８０６万３,４８９

円となります。 

  また、（２）の販売費及び一般管理費につきましては、８ページ中ほどに記載してお

ります９,７２４万４,５４１円となってございます。 

  売上総利益から販売費及び一般管理費を引いた額、営業損失は１,９１８万１,０５２

円となってございます。 

  Ⅱの営業外損益の部で１の営業外収益は、受取利息及び雑収入の合計で１６６万３,

０７３円、２の営業外費用合計は１万５,４０８円で、経常損失といたしましては、営

業損失と営業外費用を足したものから営業外収益を引いた１,７５３万３,３８７円とな

ってございます。 

  次に、特別損益の部、１の特別利益は指定管理者料２,０００万円でありまして、税

引前当期純利益及び当期純利益といたしましては、経常損失から指定管理者料を差し引

いた２４６万６,６１３円となります。当期未処理損失額につきましては、前期繰越損

失より当期純利益を差し引きました３,４２９万１,１７８円となってございます。 

  続きまして、９ページをお願いいたします。 

  公共施設整備原価報告でございます。 

  これにつきましては、県動物愛護センター等の公共施設整備における売上原価の内訳

でございます。 

  Ⅰ、労働費は８５９万９,４３４円、Ⅱの経費は１００万９,１６２円となります。 

  公共施設整備原価につきましては、労務費と経費を合算した９６０万８,５９６円と

なってございます。 

  続きまして、１０ページをお願いいたします。 
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  損失処理計算書でございます。 

  Ⅰ、当期処理損失３,４２９万１,１７８円につきましては、次期繰越損失としての処

理となします。 

  次、１１ページをお願いします。 

  財産目録でございます。 

  資産の部、１、流動資産合計で６,６６４万３,６５１円、内訳につきましては、下記

の示すとおりでございます。 

  ２の固定資産の合計は１,２８８万１,９６３円、資産の合計といたしましては、流動

資産と固定資産を足しました７,９５２万５,６１４円となってございます。 

  次に、１２ページをお願いします。 

  負債の部、１、流動負債といたしましては、３,３８１万６,７９２円でございます。

内訳といたしましては、未払金が６４３万７,２３０円、未払費用は１２２万３,８６２

円でございます。預り金６,０００円、短期借入金２,５００万円、未払消費税１１４万

７,８００円、未払法人税等１,９００円でございます。 

  ２の固定負債についてはございません。 

  負債合計といたしまして、３,３８１万６,７９２円となり、正味財産といたしまして

は、財産合計から負債合計を引きまして、４,５７０万８,８２２円でございます。 

  １３ページ、最終のページには、５月１６日に実施した監査による監査報告書となっ

ております。 

  以上、簡単でございますが、平成２３年度ふるさと公社の経営状況の報告とさせてい

ただきます。 

（企画管財課長 増谷守哉君 降壇） 

○議長（加納国孝君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午前 ９時３５分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（加納国孝君）    休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（午前１１時１０分） 

○議長（加納国孝君）    次に、一般質問の通告は６月６日、午後３時までに提出を
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願います。 

  以上で、諸般の報告を終わります。 

◎日程第４ 議案第４７号 専決処分の承認を求めることについて 

                 （紀美野町税条例の一部を改正する条例について） 

○議長（加納国孝君）    日程第４、議案第４７号、専決処分の承認を求めることに

ついて、紀美野町税条例の一部を改正する条例について議題とします。 

  説明を願います。 

  税務課長、中谷君。 

（税務課長 中谷嘉夫君 登壇） 

○税務課長（中谷嘉夫君）    それでは、議案書の１ページをお開きください。 

  議案第４７号、専決処分の承認を求めることについて 

  紀美野町税条例の一部を改正する条例について、地方自治法第１７９条第１項の規定

により次のとおり専決処分したので、これを報告し、承認を求める。 

                  平成２４年６月５日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由 

  地方自治法第１７９条第３項の規定により報告し、承認を求める。 

  ２ページをお願いします。 

  専決処分書 

  地方自治法第１７９条第１項の規定により、紀美野町税条例の一部を改正する条例を

別紙のとおり専決処分する。 

                   平成２４年３月３１日 紀美野町長 寺本光嘉 

  （理由） 

  平成２４年３月３１日において地方税法及び国有資産等所在市町村交付金法の一部を

改正する法律が公布され平成２４年４月１日から施行されること等に伴い、紀美野町税

条例を改正する必要が生じたためです。 

  ３ページをお願いします。 

  紀美野町税条例の一部を改正する条例 

                              平成２４年３月３１日 

                                  条例第１３号 

  紀美野町税条例の一部を次のように改正する。 



－１５－ 

  このことにつきましては、地方税法及び国有資産等所在市町村交付金法の一部を改正

に伴うものでございます。改正内容を簡単に説明させていただきます。 

  第３６条の２第１項につきましては、所得税法の改正による町民税申告の改正で、平

成２６年３月申告分より適用されます。公的年金等、所得のみの方について、これまで

住民税で寡婦控除を受けたい場合は申告を要していましたが、平成２６年度以降は不要

となりました。附則第１０条の２第７項、８項につきましては、地方税法の改正に伴う

条文の整理でございます。 

  附則第１１条、第１１条の２、第１２条、第１３条、第１５条に関しましては、いず

れも地方税法の改正に伴い、適用が平成２６年度まで延長されたものであり、課税の内

容については従来のものとは変更はありません。 

  附則第１２条、旧第４項につきましては、地方税法の改正に伴う改正で、宅地の課税

標準額特例の計算で負担水準が０.８のとき、課税標準額は措置という規定がありまし

たが、今回、この規定が地方税法で削除されたことにより、当町条例でも削除されたも

のであります。 

  ４ページをお願いします。 

  附則第２１条の２につきましては、旧民法第３４条の特例民法法人から移行する一般

社団法人が設置する非営利型に相当する幼稚園、博物館、図書館の固定資産の非課税申

告について定めたものです。 

  附則第２２条の２につきましては、東日本大震災の被災居住用財産の敷地に係る譲渡

期間の延長の特例です。３年から７年に延長されました。 

  ５ページをお願いします。 

  附則第２３条は、東日本大震災の被災家屋と代替家屋の住宅借入金等、特別税額控除

の重複適用を定めたものです。 

  附 則 

  （施行期日） 

  第１条 この条例は、平成２４年４月１日から施行する。ただし、第３６条の２第１

項ただし書きの改正規定及び次条例第１項の規定は、平成２６年１月１日から施行され

ます。 

  ６ページから７ページにつきましては、第２条町民税に関する経過措置、それから第

３条固定資産税に関する経過措置となっています。 
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  以上、簡単でございますが、御審議いただきまして、御承認いただきますよう、よろ

しくお願いいたします。 

（税務課長 中谷嘉夫君 降壇） 

◎日程第５ 議案第４８号 紀美野町議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正す

る条例について 

○議長（加納国孝君）    日程第５、議案第４８号、紀美野町議会政務調査費の交付

に関する条例の一部を改正する条例について、議題とします。 

  説明を願います。 

  総務課長、井上君。 

（総務課長 井上 章君 登壇） 

○総務課長（井上 章君）    議案書の８ページをお願いいたします。 

  議案第４８号、紀美野町議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 

  紀美野町議会政務調査費の交付に関する条例の一部を次のとおり改正したいので、地

方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                  平成２４年６月５日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございます。 

  地方自治法の改正に伴い、紀美野町議会政務調査費の交付に関する条例の改正を行う

ものでございます。 

  次の９ページをお願いいたします。 

 紀美野町議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する条例 

  紀美野町議会政務調査費の交付に関する条例の一部を次のように改正する。 

  第１条中「第１３項」を「第１４項」に、「第１４項」を「第１５項」に改める。 

  附 則 

  この条例は、公布の日から施行するということで、この条例の改正について御説明を

申し上げます。 

  別紙、新旧対照表の１６ページをごらんいただきながら、お願いいたします。 

  自治法の改正によりまして、自治法第１００条に１２項が新設をされました。そのた

めに、１３項が１４項となり、１４項が１５項となったものでございます。内容の変更

等はございません。附則につきましては、施行期日の規定であります。 
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  以上、簡単でございますが、説明とさせていただきます。 

（総務課長 井上 章君 降壇） 

◎日程第６ 議案第４９号 紀美野町火災予防条例の一部を改正する条例について 

○議長（加納国孝君）    日程第６、議案第４９条、紀美野町火災予防条例の一部を

改正する条例について、議題とします。 

  説明を願います。 

  消防長、家本君。 

（消防長 家本 宏君 登壇） 

○消防長（家本 宏君）    それでは、議案書の１０ページをお開きください。 

  議案第４９号、紀美野町火災予防条例の一部を改正する条例について 

  紀美野町火災予防条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９６条第１

項の規定により議会の議決を求める。 

                  平成２４年６月５日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由 

  対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取り扱いに関する条例

の制定に関する基準を定める省令の一部が改正され、近年の電気自動車の普及による急

速充電設備について、設置する際の位置、構造及び管理に関する基準を新たに定めるこ

とに伴い、紀美野町火災予防条例の改正を行うものでございます。 

  １１ページをお開きください。 

  紀美野町火災予防条例の一部を改正する条例 

                                平成 年 月 日 

                                   条例第 号 

  紀美野町火災予防条例の一部を次のように改正する。 

  第１１条第１項中「全出力２０キロワット以下のもの」の次に「及び次条に掲げるも

の」を加え、同条の次に次に１条を加える。 

  （急速充電設備） 

  第１１条の２ 急速充電設備（電気を設備内部で変圧して、電気を動力源とする自動

車等（道路交通法（昭和３５年法律第１０５号）第２条第１項第９号に規定する自動車

または同項第１０号に規定する原動機付自転車をいう。以下この条において同じ）に充

電する設備（全出力２０キロワット以下のもの及び全出力５０キロワットを超えるもの
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を除く。）をいう。以下同じ。）の位置、構造及び管理は、次に掲げる基準によらなけ

ればならないということで、以下は１号から１４号まで細かい基準が定められておりま

すが、後に御説明をさせていただきます。 

  次に１２ページをごらんください。 

  第２項、前項に規定するもののほか、急速充電設備の位置、構造及び管理の基準につ

いては、前条第１項第２号、第５号、第８号及び第９号の規定を準用する。 

  第１２条第２項中「前条第１項」を「第１１条第１項」に改め、同条第３項中「前条

第１項第３号の２」を「第１１条第項第３号の２」に改め、同条第４項中「前条第１項

第７号」を「第１１条第１項第７号」に改める。 

  附 則 

  （施行期日） 

  １ この条例は、平成２４年１２月１日から施行する。 

  （経過措置） 

  ２ この条例の施行の際現に設置され、または設置の工事がされている急速充電設備

のうち、改正後の紀美野町火災予防条例第１１条の２の規定に適合しないものについて

は、当該規定は、適用しない。 

  一応、第１１条の２の第１項各号に関して、簡単に御説明をさせていただきますので、

１１ページをごらんいただきたいと思います。 

  まず、１号から３号まででございますが、急速充電設備の筺体に関する基準でござい

ます。 

  ４号から１１号までは、急速充電設備の安全措置に関する基準でございます。 

  １２号は急速充電設備のうち、蓄電池を内蔵しているものの基準でございます。 

  １３号、１４号は急速充電設備の維持管理に関する基準でございます。 

  次に、第２項でありますが、急速充電設備の設置位置、標識、使用及び保守管理に関

する基準については、変電設備の基準を準用するといった内容でございます。 

  なお、詳細につきましては、条例の一部を改正する条例に係る新旧対照表１７ページ

から２０ページをごらんいただきまして、御確認賜りますよう、お願いいたします。 

  以上、簡単でございますが、説明とさせていただきます。 

（消防長 家本 宏君 降壇） 

◎日程第７ 議案第５０号 和歌山県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 
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○議長（加納国孝君）    日程第７、議案第５０号、和歌山県後期高齢者医療広域連

合規約の変更について、議題とします。 

  説明を願います。 

  住民課長、牛居君。 

（住民課長 牛居秀行君 登壇） 

○住民課長（牛居秀行君）    議案書の１３ページをごらんください。 

  議案第５０号、和歌山県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 

  地方自治法第２９１条の３第３項の規定により、次のとおり和歌山県後期高齢者医療

広域連合規約の一部を変更することについて、同法第２９１条の１１の規定により、議

会の議決を求める。 

                  平成２４年６月５日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございますが、住民基本台帳法の一部を改正する法律が平成２４年７月９

日から施行されるため、外国人住民が新たに住民基本台帳法の適用対象に加わることに

伴い、和歌山県後期高齢者医療広域連合規約につきまして、所要の変更を行うものでご

ざいます。 

  それでは、議案書の１４ページをごらんください。 

  和歌山県後期高齢者医療広域連合規約の一部を改正する規約でございます。 

  別紙の参考資料の新旧対照表では、２１ページから２２ページに記載されております

ので、ごらんいただければと思います。 

  それでは、和歌山県後期高齢者医療広域連合規約の改正内容につきまして、説明をさ

せていただきます。 

  別表備考中で「及び外国人登録原票」という表現がありますが、それを削ります。こ

れにつきましては、新旧対照表の２２ページに記載しておりますが、現行の規約では、

「住民基本台帳及び外国人登録原票」という表現となっておりますが、本年、７月９日

より外国人の方々につきましても、日本人同様、住民基本台帳に記載されることとなる

ため、外国人登録原票が廃止されることとなりますので、その文言を削除するものでご

ざいます。 

  また、附則の１といたしまして、この規約は平成２４年７月９日から施行する。附則

の２として、この規約による改正後の和歌山県後期高齢者医療広域連合規約別表の規定

は、平成２６年度以降の年度分の関係市町村の負担金から適用し、平成２５年度分まで
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の関係市町村の負担金につきましては、なお従前の例によるとなってございます。 

  以上、簡単でございますが、和歌山県後期高齢者医療広域連合規約の一部を改正する

規約の説明とさせていただきます。 

（住民課長 牛居秀行君 降壇） 

◎日程第８ 議案第５１号 教育委員会委員の任命の同意について 

○議長（加納国孝君）    日程第８、議案第５１号、教育委員会委員の任命の同意に

ついて、議題とします。 

  説明を願います。 

  町長、寺本君。 

（町長 寺本光嘉君 登壇） 

○町長（寺本光嘉君）    議案書の１５ページをお願いいたします。 

  議案第５１号、教育委員会委員の任命の同意についてでございます。 

  下記の者を教育委員会の委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律（昭和３１年法律第１６２号）第４条第１項の規定により議会の同意を求めるも

のでございます。 

  氏名は東文男。 

  生年月日は昭和２３年１０月４日。 

  住所は紀美野町毛原宮４８１番地３ 

  提案理由につきましては、前任者が平成２４年５月３１日をもって辞職したことに伴

い、委員の任命をお願いするものでございます。 

  この前任者は大東委員でございまして、体調不良ということで出されましたので、そ

の後任として提案をさせていただきますので、ひとつよろしくお願い申し上げたいと思

います。 

  以上です。 

（町長 寺本光嘉君 降壇） 

◎日程第９ 議案第５２号 平成２４年度紀美野町一般会計補正予算（第１号）について 

○議長（加納国孝君）    日程第９、議案第５２号、平成２４年度紀美野町一般会計

補正予算（第１号）について、議題とします。 

  説明を願います。 

  総務課長、井上君。 
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（総務課長 井上 章君 登壇） 

○総務課長（井上 章君）    議案書の１６ページをお願いいたします。 

  議案第５２号、平成２４年度紀美野町一般会計補正予算（第１号） 

  平成２４年度紀美野町の一般会計補正予算（第１号）は次に定めるところよる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億７,３０８万１,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７０億８万１,０００円とする。 

  ２項 歳入歳出予算の補正の款項の部分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  （地方債の補正） 

  第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

                  平成２４年６月５日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ２３ページをお願いします。 

  まず、歳入でございます。 

  １２款、分担金及び負担金、１項、１目、農林水産業費分担金では１００万円の増額

補正でございます。農業生産基盤保全管理等推進整備事業分担金でございます。従来の

小規模土地改良事業県費補助金ですが、それが国費と変わるものでございます。 

  １４款、国庫支出金、１項、３目の災害復旧費国庫負担金では２２１万１,０００円

の増額補正でございます。過年度の公共土木施設災害復旧費負担金でございます。 

  同じく、１４款、国庫支出金、２項、４目の農林水産業費国庫補助金では１,７００

万円の増額でございます。農業生産基盤保全管理等推進整備費補助金１,１００万円、

先ほど申し上げました従来の小規模土地改良事業が国費になった分でございます。鳥獣

害防止総合対策事業費補助金で６００万円、１００％の補助でございます。 

  それから、６目の教育費国庫補助金で２８万１,０００円、小学校あるいは中学校の

災害の被災児童、生徒に対しまして、就学の援助の助成ということでございます。 

  １４款、３項、１目の総務費国庫委託金では９万５,０００円の増額でございます。

外国人登録事務委託金で６万円の減額、中長期在留者居留地届出等事務委託金で１５万

５,０００円の増額となっております。 

  １５款、県支出金、２項、１目の総務費県補助金で１２５万９,０００円の増額です。

消費者行政活性化事業費交付金で１３万５,０００円、過疎集落再生・活性化支援補助
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金で１１２万４,０００円でございます。 

  ２目の民生費県補助金で３,５９３万円でございます。介護基盤緊急整備等臨時特例

補助金で３,０００万円、それから施設開設準備経費助成特別対策事業補助金で５４０

万円、いずれも小規模多機能型の居宅介護施設整備あるいは運営の助成となってござい

ます。 

  それから、４節の児童福祉費補助金で５３万円、放課後児童健全育成事業で５万円、

子育て支援特別対策事業補助金で４８万円でございます。 

  ４目の農林水産業費県補助金で５１６万２,０００円、農業費補助金で地域活性化ア

グリビジネス支援事業費補助金で１５０万円、農家民泊の開設等の補助金でございます。

緊急雇用創出事業臨時特例基金補助金で２２０万円となっております。林業費補助金で

は森林整備地域活動支援交付金ということで１４６万２,０００円でございます。 

  続いて、６目の教育費県補助金で８５万２,０００円、きのくに共育コミュニティ事

業費補助金でございます。 

  同じく、１５款、３項、１目の総務費県委託金で８万６,０００円、指定統計調査委

託金、経済センサスの分でございます。 

  それから、１９款、繰越金、１項、１目の繰越金で４,０８５万円でございます。前

年度繰越金でございます。 

  ２０款、諸収入、４項、１目の雑入１,３２５万５,０００円の増額補正です。消防団

員退職報奨金で２８９万７,０００円、光ファイバー設備移転補償費で８３５万８,００

０円、移住・交流による地域活性化支援事業補助金で２００万円でございます。 

  １枚めくっていただきまして、２５ページをお願いします。 

  ２１款、町債、１項、４目の農林水産業債では７６０万円、合併特例債でございます。 

  ８目の教育債で４,６７０万円、合併特例債で２,８３０万円、それから、過疎対策事

業債で１,８４０万円の増額となります。 

  ９目の災害復旧費で８０万円、過年度災害復旧事業債でございます。 

  続いて、２６ページをお願いします。 

  歳出でございます。 

  １款、議会費、１項、１目、議会費で４０万９,０００円の増額でございます。給料

３,０００円、職員手当、共済費等、人件費の増額でございます。なお、以下、人件費

の増額につきましては、４月異動に伴うものと、共済費の負担のそういう引き上げに伴
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うものが主なものでございますので、説明は省略させていただきますので、御了解をい

ただきたいと思います。 

  ２款、総務費、１項、１目の一般管理費で５３５万１,０００円、給料、職員手当、

共済費の増額と、７節の賃金１４６万４,０００円で１名分の臨時雇用でございます。 

  １３節の委託料で消費者行政相談啓発業務委託料ということで、サロンでの啓発のも

のを補助金をいただいて行うものでございます。 

  それから、３目の会計管理費で４万８,０００円、時間外勤務手当でございます。 

  ４目の財産管理費で１３０万円、修繕料、かじか荘の駐車場のタイルの補修となって

おります。 

  それから、５目の企画費で６９０万９,０００円、人件費と、１枚めくっていただき

まして、２７ページの１９節で１１２万４,０００円、過疎集落再生・活性化支援補助

金でございます。真国のあの農園整備事業等、県から１００％補助をいただいて行うも

のでございます。 

  ６目の電子計算費として８５２万８,０００円でございます。給料、職員手当、共済

費と、１５節の工事請負費で８３５万８,０００円でございます。光ケーブルの架設変

更工事でございます。県道の拡幅工事に伴いまして、関電柱、あるいはＮＴＴのそうい

う柱が移設に伴いまして、光ケーブルの共架かけておりますが、それの変更する費用で

ございます。県から全額補助をいただくということになっております。 

  ７目の支所及び出張所費で４８万８,０００円、賃金として４８万８,０００円でござ

います。 

  それから、９節の自治振興費で２７４万８,０００円、委託料２９万１,０００円、そ

れから、１５節、工事請負費で２４５万７,０００円、いずれも旧平集会所の解体撤去

の工事の設計あるいは解体の工事費用でございます。 

  それから、１２目、防災諸費で５６０万１,０００円、給料等人件費と、１８節、備

品購入費で２９９万３,０００円でございます。気象観測用装置ということで、風速あ

るいは風向あるいは雨量の、おのおの４台分の購入費用でございます。 

  それから、２款、３項、１目の戸籍住民基本台帳費で５７万１,０００円、これも人

件費のみでございます。 

  同じく、２款、５項、１目の指定統計費８万６,０００円、これは勤務時間外手当で

ございます。 
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  ３款、民生費、１項、１目の社会福祉総務費では６００円の減額でございます。これ

も異動に伴う人件費の減でございます。 

  １枚めくっていただきまして、２９ページでございます。 

  ２目の国民年金事務費で７万１,０００円、これも人件費でございます。 

  ３目の老人福祉費で３,７４７万円でございます。給料、職員手当、共済費等ともに、

１１節の需用費で１２０万円の減額、これにつきましては、１９節の高齢者ふれあいサ

ロン１２０万円への組みかえということになります。 

  それから、１２節の役務費４万５,０００円、傷害保険料ということで、ふれあいサ

ロンの世話人の保険料でございます。 

  １９節の３,６６０万円につきましては、先ほど申し上げましたふれあいサロンの補

助金、それから介護基盤緊急整備等臨時特例補助金、それから施設開設準備経費助成特

別対策事業補助金、歳入のときにも申し上げましたけれども、小規模多機能型居宅介護

施設あるいは運営の補助ということになってございます。 

  ４目の障害者福祉費で１１１万５,０００円、職員手当で１１万５,０００円と、１９

節負担金補助金で１００万円、ひかり作業所の補助金ということで、厨房等の施設整備

に伴いまして１００万円の補助を行うものでございます。 

  続いて、３０ページをお願いします。 

  ３款、２項、１目の児童福祉総務費で６１万２,０００円、給料、職員手当、共済手

当、それから旅費あるいは需用費、１９節の費用につきましては、ファシリテーター養

成分ということで子育て支援プログラムに関する費用でございます。 

  ２目の青少年対策費で１６万５,０００円、人件費のみでございます。 

  ４目の保育所費で３６５万１,０００円、これも人件費のみでございます。 

  １枚めくっていただきまして、３１ページをお願いします。 

  ５目の児童館運営費５万円、町地域活動連絡協議会補助金ということで、親子クラブ

への助成となっております。 

  ６目の学童保育費で５万４,０００円の増額、過年度返還金でございます。 

  ７目の子ども手当につきましても１８０万円、時間外手当１１万円と過年度返還金が

７万円でございます。 

  ４款、衛生費、１項、１目の保健衛生費で１６８万４,０００円、これは人件費のみ

でございます。 
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  ３目の母子衛生費８万１,０００円、時間外勤務手当でございます。 

  ５款、農林水産業費、１項、１目の農業委員会費で２２６万４,０００円、人件費の

みでございます。 

  次のページ、３２ページをお願いします。 

  農業総務費では３３０万円の減額です。これも人件費のみでございます。 

  ３目の農業振興費で６００万円、原材料費として６００万円、鳥獣害防止総合事業用

材料費でございます。国の１００％の補助をいただいて、材料支給を行うものでござい

ます。 

  ４目の耕地総務費では１２０万円の減、人件費のみでございます。 

  ６目の地籍調査費では１,２５７万３,０００円の増でございます。これも人件費のみ

でございます。 

  ３３ページをお願いします。 

  ９目の農業体質強化基盤整備促進事業で２,０００万５,０００円の増額でございます。

この費用につきましては、従来の小規模土地改良事業県費補助金でございますけれども、

国の補助金の事業として、今年度、実施すると、こういうことでございます。 

  続いて、５款、２項、１目の林業総務費で３３２万４,０００円、給料、職員手当、

共済費、人件費と、１９節、負担金補助金で１９５万円、森林整備地域活動支援交付金

ということでございます。 

  次の３４ページをお願いします。 

  ５款、４項、１目の山村振興総務費で５４７万２,０００円、賃金として１４８万５,

０００円、それから需用費で消耗品で１８万７,０００円、委託料で２００万円、移

住・交流による地域活性化支援事業委託料ということで、定住関係の事業ということで

ございます。それから備品購入費で３０万円、１９節、負担金補助金で１５０万円、地

域活性化アグリビジネス支援事業補助金ということで、農家民泊の開設等の補助という

ことになっております。 

  ６款、商工費、１項、１目の商工振興費で１６３万９,０００円、人件費のみでござ

います。 

  ２目の観光費２１万円、修繕料でございます。 

  ７款、２項、１目の道路橋りょう維持費で１０万円、修繕費でございます。バックホ

ウでの修繕となっております。 
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  ３５ページをお願いします。 

  ７款、２項、２目の道路橋りょう新設改良費で９８万４,０００円、人件費、給料、

職員手当、共済費と委託料で３００万円、東福井牧場線測量設計委託料、それから１７

節、公有財産購入費で１１４万１,０００円の減額、それから補償、補填で１２１万４,

０００円の減額となります。東福井牧場線の予算の組みかえ、あるいは大久保線の増と

なっております。 

  それから８款、消防費、１項、１目の常備消防費で５８０万円の減額、これも全額人

件費でございます。 

  ２目の非常備消防費で２８９万７,０００円、消防団員の退職報奨金の増額でござい

ます。 

  ３６ページをお願いします。 

  ９款、教育費、１項、２目の事務局費で５５０万円の減、これも全額人件費でござい

ます。 

  ３目の教育諸費で６４万３,０００円、報償費で１３万９,０００円、旅費で３０万円、

これはＡＬＴの費用でございます。１９節の２０万４,０００円、これもＡＬＴの費用

となっております。 

  それから、９款、２項、１目の学校管理費で２,１７５万６,０００円、給料、職員手

当、共済費、委託料で３５万２,０００円、給食配送業務委託３５万２,０００円、それ

から、１５節で工事請負費として６４９万円、毛原小学校の遊具等移設工事で９９万８,

０００円、下神野小学校給食室改修工事で５４９万２,０００円、１枚めくっていただ

きまして、３７ページ、備品購入費で２,３１７万７,０００円、給食用備品で１,６２

３万３,０００円、給食の配送車で６９４万４,０００円、いずれも、町長が、冒頭で申

し上げました中学校給食に伴う経費でございます。 

  ２目の教育振興費は財源変更でございまして、補正がございません。 

  続いて、９款、３項、１目の学校管理費で８８万５,０００円、工事請負費で８８万

５,０００円、美里中学校給食受け入れ室等の改修工事でございます。 

  ２目の教育振興費で、これも増減額がございません、財源変更でございます。 

  ９款、４項、１目の社会教育総務費で１,３５６万５,０００円、人件費のみでござい

ます。 

  ３目の公民館費で２８万円、消耗品で２８万円、各公民館の消火器等の購入でござい
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ます。 

  続いて、３８ページをお願いします。 

  ４目の人権教育費で６万６,０００円、これも人件費のみでございます。 

  ７目のみさと天文台管理運営費で７３万円、給料、職員手当、共済費以外に賃金で１

００万円、それから委託料で１００万円、これは委託料から賃金への組みかえというこ

とでございます。 

  ９目の文化センター管理運営費で１５９万９,０００円、報酬で非常勤職員報酬とい

うことで１２０万円、需用費として修繕費、加圧ポンプでございます、３９万９,００

０円です。 

  １２目の共育コミュニティ事業費で５０万円、委託料として５０万円でございます。

共育コミュニティ運営事業の委託ということの増額でございます。 

  続いて、９款、５項、１目の保健体育総務費で１７万２,０００円、人件費のみでご

ざいます。 

  ３９ページをお願いします。 

  ２目の体育施設管理運営費で１,８７３万円、委託料で１７２万円、工事請負費で１,

７０１万円、どちらもスポーツ公園の体育館の耐震補強工事に伴う設計監理あるいは補

強工事となっております。 

  １０款、１項、１目の道路橋りょう災害復旧費で３３１万５,０００円、町道上ケ井

線の道路災害復旧工事費でございます。 

  ４０ページは平成２３年度の繰越明許の繰越計算書でございます。御一読をいただき

たいと思います。 

  ２０ページへ戻っていただきたいと思います。２０ページでございます。 

  第２表、地方債補正でございます。変更のあるところのみ申し上げます。 

  起債の目的で、一般単独債の限度額は補正後３,５９０万円増額いたしまして３億５,

１７０万円の限度額をお願いするものでございます。 

  過疎対策事業債では１,８４０万円増額の３億２,１２０万円の限度額の増額をお願い

するものです。 

  それから、災害復旧事業債では８０万円増額の３７０万円の限度額の増額補正のお願

いでございます。 

  起債の方法、利率、償還の方法については、補正前と同じとなっております。 
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  以上、説明とさせていただきます。 

（総務課長 井上 章君 降壇） 

◎日程第１０ 御案第５３号 平成２４年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算 

              （第１号）について 

○議長（加納国孝君）    日程第１０、議案第５３号、平成２４年度紀美野町国民健

康保険事業特別会計補正予算（第１号）について、議題とします。 

  説明を願います。 

  住民課長、牛居君。 

（住民課長 牛居秀行君 登壇） 

○住民課長（牛居秀行君）    議案書の４２ページをごらんください。 

  議案第５３号、平成２４年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

  平成２４年度紀美野町の国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定め

るところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１７１万５,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１５億２,８７１万円とする。 

  第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出補正予算」による。 

                  平成２４年６月５日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  予算書の４７ページをお願いいたします。 

  歳入でございます。 

  ３款、国庫支出金、２項、国庫補助金、１目、財政調整交付金の２節、特別調整交付

金で１７１万５,０００円の増額補正であります。これにつきましては、国保の保健事

業として実施をしております特定健診等の受診率を向上させるため、特定健診や特定保

健指導の未受診者対策及び生活習慣病の一次予防に重点を置いた事業の取り組みに対し

ます国の補助でございまして、この追加事業につきましては、１００％補助となってご

ざいます。 

  次に、４８ページの歳出でございます。 

  ８款、保健事業費、１項、１目、特定健康診査等事業費で１７１万５,０００円の増

額補正をお願いするものでございます。内訳につきましては、７節、賃金で５４万円の
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増額補正でございます。これにつきましては、先ほど、歳入で御説明をいたしました保

健事業実施に伴う保健師の賃金でございます。 

  次に、１２節、役務費で３０万９,０００円の増額補正でございます。これにつきま

しては、この事業に伴うアンケートや受診勧奨用のパンフレット及び受診勧奨はがき等

の郵便料でございます。 

  次に、委託料で８６万６,０００円の増額補正でありますが、これにつきましては、

受診勧奨案内やパンフレット及びアンケート調査票の企画作成作業の委託料でございま

す。合わせまして１７１万５,０００円の増額補正をお願いするものでございます。 

  以上、平成２４年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）の説明とさせてい

ただきます。 

（住民課長 牛居秀行君 降壇） 

○議長（加納国孝君）    以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 散 会 

○議長（加納国孝君）    本日はこれで散会します。 

（午前１１時５８分） 

 


